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「技術開発賞」
技術紹介

第 75 回自動車技術会賞
にて受賞された方々によ
る技術の解説．
本年 8 件授与．
本号は4件受賞記事掲載．
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特
集やっぱりクルマを運転したい！－「自動運転」？いいえ、「自分で動かす運転」です！－

発行日（発行月1日）よ
り特集記事の抄録を
スマートフォンでご
覧いただけます．
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車名・型式 ヤマハ　MT-07 Y-AMT ABS
全長(mm) 2,065
全幅(mm) 780
全高(mm) 1,110
車両重量(kg) 187
車両定員(名) ２
エンジン配列 直列 2 気筒
総排気量（L） 0.688
最大出力

（kW/rpm） 54／8,750

最大トルク
（Nm/rpm） 68／6,500

ヤマハ　MT-07 Y-AMT ABS
ライディングの楽しさを引き出す機能・装備を搭載．中でもクルーズ
コントロールシステムはY-AMTと連動しATモード（自動変速）は速
度調整時に最適なギアを自動で選択し，スムーズで快適なクルージ
ングを実現します．

本誌アンケートのお願い
読者の皆様へ

皆様の声をお聞かせください

アンケートの
ご回答はこちら 設問は6問、3分ほどでご回答いただけ

ます！

●電子ブックの印刷
時は, 高解像度版
PDFをご利用くだ
さい.
●PDFのテキストコ
ピー機能はご利用

会誌電子ブックのご案内

年鑑
次号特集

2024 年中の自動車及び関連分野の動向，統計データなどの
記録的資料として発行します．
 乞うご期待！！
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Actually, I love to drive a car! ─ Auto driving? No, I want to drive MYSELF! ─特 集

やっぱりクルマを運転したい！
－「自動運転」？いいえ、「自分で動かす運転」です！－ 
自動運転研究が盛んな今だからこそ，運転を見直したい！　
読むと運転したくなる，そんな記事を厳選してお届けします！

自 動 車
A R C H I V E S

（ヤマハ）

PDFのテキストコ
ピー機能はご利用
いただけません．

〈お知らせ〉
7月号の「みんなのモーターサイクル工学講座」は，都合により休載させていただきます．
次回は，9月号に掲載予定です．
楽しみにしてくださっていた読者の皆さまには，ご迷惑をおかけし，大変申し訳ございません．
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